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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、タンパク質チロシンホスファターゼ（PTP）ファミリーのメンバーです。PTPは、細胞の成長、分化、有糸分裂周期、および癌化を含むさまざまな細胞プロセスを制御するシグナル伝達分子として知られています。このPTPのN末端部には、タンパク質リン酸化チロシン結合ドメインとして機能し、このPTPとその基質との相互作用を媒介する2つのタンデムなSrcホモログ（SH2）ドメインが含まれています。このPTPは主に造血細胞で発現し、造血細胞における複数のシグナル伝達経路の重要な調節因子として機能します。このPTPは、造血細胞のシグナル伝達に関与する広範囲のリン酸化タンパク質と相互作用し、脱リン酸化することが示されている。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシングバリアントが報告されています。
	研究分野
	Jak-STATシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PTPN6マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PTPN6 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

